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Ryle 1949 knowingthat knowinghow
Bruner 1969 withrecord withoutrecord
Tulving 1972 episodic semantic
O'keefeandNadel1978 locale taxon
Anderson 1980 declarative procedural
表1に示した｡
海馬の損傷によって生じる記憶障害は,この区
分からみると,宣言的記憶とかエピソー ド記憶に
属する,いつ,どこで,何があったかという時空
間的背景のデータベースに関係するもののようで
ある｡ さきのH.M.が迷路や鏡映描写の運動学
習に改善を示すにかかわらず,装置を前にして自
分が昨日試みた事実を想起できないというのも,
障害の特異性をもの語っている｡
記憶の照合過程
先にも触れたように,記憶が内容 ･性質の異る
二つの局面に区分されたとしても,両者がそれぞ
れ独立に働 くものではなかろう｡ 一方の活性化は
他方の記憶相に働きかけ,相互の協調にもとづい
て,データを有効に処理しているにちがいない｡
意図的行動のプランはつねに遂行動作と比較され,
不一致を検出すれば修正されるように,作動記憶
も照合記憶の比較校正を受けるとおもわれる｡ 海
馬の損傷は多分に比較過程のmatchとmis一match
の検出に関わる障害を表わしているのではないだ
ろうか｡海馬をこの意味で比較器においたグレイ
の図式を図2に示した｡さきのソコロフのモデル
をさらに発展させたものとみられるが,実際の入
力と期待されることがらとの比較に重点がおかれ
ている｡ そこに介在するプランがどのような性質
のものか,なお検討を要するが,プリプラムのTOTE
モデルと並んで,海馬の行動学的機能を考察する
のに示唆に富んでいる｡ この視点から眺めると,
海馬は不一致を検出したときに探索行動を継続し,
解消したときにその活動にピリオドを打って,行
動系列を一つのまとまりとするchunkingの働きを
担っているのかもしれない｡
ますます細分化傾向の著しい神経科学のなかで,
個体の行動と関連づけた海馬の機能を検討するこ
とも,研究の方向を示唆するのに重要である｡ そ
の意味で,ソコロフからグルイのモデルに至る大
まかな筋書きを迫ってみた｡
図2 グレイの比較器モデル(Gray,J.A.,1982)
